
生徒

学校に行くのは楽しい

夢や目標がある 子どもは、夢や目標をもっている

子どもは安心して楽しく登校している

保護者

前期アンケート（１／４）

保護者と生徒の認識に、

大きなずれはありませ

ん。生徒が学校で楽し

さを実感するには、仲

間や教職員とのあたた

かい繋がりや信頼関係

など、心理的な安全性

や安心感を感じられる

空間であることが必要

条件です。そのことを

再確認し、今回否定的

な回答をしている約

10％の生徒たちにとっ

ても、楽しい学校づく

りに努めます。

大人が思っている以上

に、生徒たちは若者ら

しい輝く夢や志、目標

をもっていることがわ

かります。夢は前向き

に生きるための原動力

になります。5人に1人
が否定的な回答になっ

ていることを重く受け

止め、多様な学びを通

して、一人一人が自分

らしさを発揮し、次代

や自らの未来の担い手

となる姿勢や力を大切

にして教育活動に取り

組んでまいります。
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人の考えを尊重し、協力している 子どもは、友達や周りの人を大切にした行動ができている

生徒

将来について、家でよく話をする

保護者

家庭では、子どもの表情や生活を確認し、会話をしている

前期アンケート（２／４）

家で将来のことを話し

ていると認識している

生徒が、昨年度に比べ

減少傾向にあることが

気になります。家庭で

の親子間コミュニケー

ションの有無や内容が、

学習意欲や学業成績に

作用したりするという

研究結果もあります。

学校としましても、ご

家庭での会話、対話を

生む働きかけを行って

いきます。

本校では「自分らしい

生き方を探究する」と

いうことを目標に掲げ

ています。自分らしさ

の追求は、同時に他者

らしさの追求でもあり

ます。質問項目に対し

て否定的に回答してい

る生徒を無視はできま

せんが、昨年同様、肯

定的な回答割合がとて

も高いことをうれしく

感じます。
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きらめき家庭学習に前向きに取り組んでいる 子どもは、きらめき家庭学習に前向きに取り組んでいる

生徒 保護者

きらめき手帳を活用し、計画的に生活している 子どもはきらめき手帳等を活用し、計画的に生活している

前期アンケート（３／４）

およそ半分の生徒や保

護者の方が否定的回答

になってしまっている

こと、また、その回答

傾向が継続的であるこ

とを重く受け止めてい

ます。手帳を用いた具

体的なスケジュール管

理の手法や無理なく計

画的に過ごしていくこ

とのよさへの気づきを

ご家庭と連携しながら

促していければ幸いで

す。

今年度、きらめき家庭

学習の在り方について、

生徒とも対話を重ねま

した。自分の学習状況

やスケジュールを調整

しながら取り組めるよ

う、実施方法や実施回

数を見直しています。

自学自習の習慣化は、

将来、社会生活を進め

ていく上で重要な力で

す。効果を実感できる

取組にすべく、ご家庭

でもお声掛けいただけ

ると幸いです。
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自分には良いところがある 子どもは、PCやスマートフォン、SNSなどの利便性や危険性について理解している

前期アンケート（４／４）

生徒 保護者

授業で考えを深めたり、広げたりしている 子どもは、学びを通して考えを広げたり、深めたりしているもっとも肯定的な回答

が増加している一方で、

否定的な回答も微増し

ています。様々な行事

や取組も大切ですが、

なにより、日々繰り返

し行われる授業こそが、

新たな見方や考え方、

資質・能力の伸長に

とって重要であること

は言うまでもありませ

ん。このことを深く自

覚し、更なる研修、研

鑽を続けてまいります。

こちらは回答を比較す

る内容ではありません。

各質問に対して、自分

の認識と比べてみてい

ただければと思います。

この質問に限ったこと

ではありませんが、質

問に対して肯定的な回

答の割合を高めていく

にはどうすればいいの

か、それぞれの立場か

ら考え実践していくこ

とが子どもたちが生き

る未来社会をよりよい

ものにしていくにちが

いありません。
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